韓国・日本、どちらも強かったですね。｢歴史に残る、名試合」とか言ってた人が居ましたが、正にその通り。松坂が「自分以上にMVPに相応しいのは、岩隈だ」と何度も言ってましたが、清々しい態度で好感が持てました。チームプレーだから、「俺が、俺が」などと言う人では一流になれないのは、理解できますが、20代、30代でも「超一流になるための努力を続け、その夢を達成した人達」は人間的にも、一流になっていると感じました。アメリカや、ベネズエラが韓国・日本にまるで歯が立たなかったのは、チームプレーを重視するゲームに、あまりにも「個人の成果・評価」を持ち込みすぎている結果なのではないか、と感じました。個人、個人を比較すると、日本や韓国より遥かにレベルの高い選手もいるかもしれませんが、「試合」は自己実現の場では無く、如何にすれば勝てるか、その為には自分は捨て駒にならねばいけない場合には、そうしなければならない、「自己犠牲」の精神も必要になる訳です。つまり、「目的」は何なのか、明確になっている必要がある訳です。儒教の国韓国は、国全体がこの精神ですし、日本でも軟な一般人は別にして、「超一流」のチームスポーツの選手の多くは、「武士道」の精神があるのだと思います。同じチームプレーでも、「個人の能力」が強くでるサッカーより、勝利の感動が大きいのはこのためかと思います。個人プレーを重視しすぎた結果、破綻したのがリーマンブラザースです。日本はビジネスでも「侍JAPAN」の様に、自己犠牲・チームの為、卑怯な事は絶対しない、個人的なパフォーマンスに終始しない、こんなアメリカナイズされていなかった過去の精神を取り戻す事、が今後の日本の大企業生き残りのために必須だと感じます。但し、その為には、各個人が侍JAPANの選手達の様に「プロになるための努力」をする事が条件です。野球ができる、と言っても少年野球の選手を日本代表に選定しないのと、同じです。少年野球の選手が、選手会長などできません。要は、チーム全員がお互いの実力を尊重できる関係でないと、「チームプレー」は成立しません。お題目だけに、この言葉を使う事は「卑怯な所業」ですので、慎まねばなりません。
　何れにしても、WBCでのアジア圏優勢は今後も続くと思います。
